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１、参議院選挙の仕組
みとその意味



参議院選挙はいつおこなわれるのか?

・任期６年、３年ごとに半数が改選（憲法第46条）

・令和7年7月28日に任期満了の議員が半数

・任期が終わる日の前の30日以内（公職選挙法第1項）、国会閉会の
日から23日以内にかかる場合には、閉会の日から24日以後30日以内に
行う（同第2項）

・2025年通常国会は1月24日召集、会期は150日間、6月22日まで
（会期延⾧なければ）。2項により、7月3日公示、20日投開票か?
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参議院の特徴１:憲法

・衆議院と違い解散がない（憲法第45条、第46条）

:参議院選挙日の予測性は高い/衆議院選挙日の予測性は低い

・衆議院に比べて権限が劣後（「再可決」憲法第59条、「予算先議」憲法
第60条）

:カーボン・コピー、ラバー・スタンプという声も

:しかし他方で、「ねじれ」国会、分割政府にも、権力が一概に無いとは言
えない。状況によっては、強力な拒否権者に
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参議院の特徴2:選挙制度

非常に混合的な選挙制度

・一見すると、中選挙区制＋比例代表制に見える

・実際は、小選挙区制＋中選挙区制＋比例代表制

小選挙区＋比例代表制の衆議院よりさらに複雑

・小選挙区では直近の政治情勢の「風」（モメンタム）が出力されやすい

・比例代表制では⾧期的なトレンドが出力されやすい

・中選挙区ではその中間

結果として、政党間の「協力ゲーム」が困難に
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過去の有名な参院選

・政権交代の「予兆」:1989年7月 「山が動いた」（土井たか子）

自民党が33議席を失う歴史的大敗 単独過半数を失う

・安定した政権運営の「秘策」として:1986年7月 「ダブル選」

衆院は自民党が304議席を獲得する「歴史的大勝」
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現状の選挙区区割り
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選挙区分 選挙区の数 都道府県
1人区 32 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、栃木、群馬、新潟、富山、

石川、福井、山梨、⾧野、岐阜、三重、滋賀、奈良、和歌山、鳥
取･島根、岡山、山口、徳島･高知、香川、愛媛、佐賀、⾧崎、熊
本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄

2人区 4 茨城、静岡、京都、広島
3人区 4 北海道、千葉、兵庫、福岡
4人区 4 神奈川、埼玉、愛知、大阪
6人区 1 東京



現有議席数（総数
248、ただし5議席以
上の政党のみ）

自民 113（女性:22）

立憲 42（19）

公明 27（3）

維新 18（5）

国民 12（4）

共産 11（4）

れいわ 5（1）

→自民＋公明で140、過半数
（124以上）を確保
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今回改選の議席数
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政党 比例 選挙区 計

自民 19（5） 33（5） 52（10）

立憲 9（3） 15（7） 24（10）

公明 7（0） 7（1） 14（1）

維新 4（0） 2（2） 6（2）

国民 3（1） 2（0） 5（1）

共産 4（1） 3（2） 7（3）

令和 2（1） 0（0） 2（1）

それ以外 14



参院選の見通し

自公は－４で改選過半数を失う、全体の過半数喪失には－16

改選議席の過半数維持は危うい、全体の過半数はぎりぎり維持か?

自公▼

立憲▼

維新▼

国民△

共産▼

れいわ △

ポイントは野党が「共闘」できるか、共産党が一人区立てるか、選挙区調整
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今国会（6月まで）のポイント

自民と国民:年収の壁

自民と維新:教育無償化

立憲と共産:安全保障

自民と野党:「政治とカネ」

自民と立憲:選挙制度改革

→五里霧中、逆に参院選で今後の構図が固まる可能性
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二つのシナリオ

自公過半数維持→自公を軸に少数与党の「熟議の政治」or 連立の拡大

自公過半数割れ→本格的な政界再編?
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２、歴史:日本の政体
の現在参



どの時代に似ているのか?

・55年体制（1955～1993）

一と二分の一大政党制

・平成デモクラシー（1993～2016?）

疑似二大政党制

・ネオ55年体制（2016～2024?）

一強多弱

どれにも似ていない。遡るとしたら第五次吉田茂内閣（1953～1954）
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３、比較:民主主義の
後退か?



民主主義の後退なのか?

・権威主義

・ポピュリズム

・分極化

どれにも当てはまらない。危険性があるとしたら、断片化。それに伴う分極的
多党制。
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「熟議の政治」の功罪

功:権力核の不在、権力の過少

罪:自民党の「聞く耳」の涵養/野党の「責任意識」の涵養
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